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前節では トリオ レイ ン群 がオレイン酸エチルや オ リーブ油群に比べ有 意 に血漿 コレステ
ロール濃度 を低下 させ るこ とを観察 した。そ こで本実験 ではエチルエステル型オレイ ン酸
と トリグ リセ リ ド型 オ レイ ン酸の血漿 コレステ ロール上昇抑制作用を厳密 に検討す ること
にした。前節で、各脂質 に含 ま


























5週齢SD系 雄 ラ ットを用いた。実験群 はオ レイ ン酸エチル、 トリオ レイ ン、オ リーブ
油、高 オ レイン酸含有ひ まわ り油(HOSFO)お よび対照 として無脂肪食 とリノール酸
エチルの計6群 を設 けた。食餌脂肪 は5%と し、脂肪酸組成 を表1に 示 した。実験食で2
週間飼育後 、血漿脂質濃度 を測定 した。血漿脂質 にっ いての結果 は表2に 示 した。血漿 コ
レステロ ール濃度の低か ったのは対照 に設 けた リノール酸群のみで、オレイ ン酸エチル、
オ リーブ油群 は無脂肪食群 に比 べ血漿 コレステ ロール濃度 を上昇させ ることが認め られ







































































定 し、・吸収量 の推定 を行 な っ
た。実 験群は、実験1で は無
脂肪食 を対照 として、 パル ミ
チ ン酸、パル ミ トレイ ン酸 、
ステア リン酸、オ レイ ン酸 、
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を対照群 として、オ レイ ン酸 およよびステア リン酸のそれぞれのエチルエステル、モノグ
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脂肪5%レ ベルで、ステア リ
ン酸エチル とモ ノステ ア リン
が93%で あるのに対 し、 ト
リステア リンは最 も悪 く









多価不飽和脂肪酸群 として リノール酸、 α一リノレン酸のそれぞれエチルエステルで計6
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群を設 けた。なお、脂肪酸 エチルエステルの脂肪酸組成 は表5に 示 した。実験食で、2週
間飼育 後、血漿脂質 濃度 、 リボタンパ ク画分 コ レステロール含量、LCAT活 性 な どを測
定 した。結果 は表6、 図3お よび図4に まとめた。飽和脂肪酸投与群(パ ル ミチ ン酸とス
テ ア リン酸)で は血漿 コレステロールの値 が高 く、その中で もステア リン酸 よ りバル ミチ
ン酸が強 く上昇 させ ることがわか った。 リポタ ンパク画分中のコレステロール含量 でみる
とパル ミチ ン酸群ではステア リン酸群 に比べLDLお よびHDL一 コレステロールが有意






































































の場合と同じで、 リポタンパク画分中のHDLの 割合も高い値が示された。 α一リノレン
酸は強い上昇抑制作用を持つことがわかったが血漿コレステロールおよび各 リポタンバク

































前節 においては コレステロール添加の条件下 で、血漿 コレステロール濃度が低 い群では
各 リポタンパク画分 の コレステロール含量 がすべ て低下 する ことを認めたが、 リポタンパ
ク画分 の百分率 で コレステロールの割合 を見 る と、血漿 コレステロール濃度が低 い群、す
なわちパル ミ トレイ ン酸群 、 リノール酸群 および α一 リノレン酸群ではCHYL+
VLDL画 分 とLDL画 分 の コレステロールは低 くなるが、HDL一 コレステロール ・レ




てはパル ミチン酸、ステア リン酸、オレイン酸、 リノール酸および α一リノレン酸のエチ
ルエステルを用いた。4週 間飼育後、腹大動脈から採血することにより屠殺 した。血漿コ
















ロール濃度 の差 は主 と してVLDL
画分の差 として示 され た。VLDL
画分の脂肪酸の分析か らPUFAの
割合を計算 する と、パル ミチ ン酸群




に低下 した リノール酸 とα一リノ レ
イ ン酸群 はパル ミチ ン酸 とオ レイ ン









































































































て いない)、 コレステ ロール添加の条件の場 合、パル ミチ ン酸、ステ ア リン酸、オ レイン
酸 はいずれ もCHYL+VLDL、LDL、HDLが 有意 に増加 したが、 コレステロール
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無添加条件の場合はパルミチン酸群ではCHYL+VLDLお よびLDLは 増加し、


















精製LCATを 用いて反応を行なうもので、基質HDLの 特殊性を反映 した酵素活性の測
定方法である。コレステロールのエステル化速度(Stokke&Nor四法)は 飼育開始前47
皿01/mlpla副Lであった。2週 間、4週 間飼育後のLCAT活 性はそれぞれ、パルミチ





のに対 して、当然のこととはいえ、 リノール酸群では15%で あった。このように血漿 リ












VLDL画 分が有意に増加 していることから肝細胞からのVLDLの 分泌に対する種々の




養 した。培養開始後6時 間経過後、37。cに加温 した無血清暇11ia図E培地を用いて培地























































究ではじめて明らかにされたものである。また、パルミ トレイン酸群では血漿 トリク リセ
リドの値はテス トした脂肪酸の中で最も低いことがわかった。このメカニズムはまだ明ら
かでないが、血漿コレステロールの上昇抑制作用のあるモノ不飽和脂肪酸、パルミトレイ
ン酸群では多価不飽和脂肪酸の リノール酸、α一 リノレン酸群 と同様にLCAT活 性が高
いことから、本実験のような短期間の実験条件の場合はバルミトレイン酸の血漿コレステ
ロール上昇抑制効果は、LCATの 基質特異性を反映している可能性も考えられ、パルミ







認された。5%脂 肪酸レベルで、 リノール酸にはHDLを 低下させるような作用はないこ
とがわかった。これまでn-3系 の中でエイコサペタエン酸(EPA)や ドコサヘキサエ
ン酸(DHA)の 強い血漿コレステロール上昇抑制作用が知 られているが、同じn-3系









































審 査 結 果 の 要 旨
これまで,高 コレステロール血症 との関連で,モ ノ不飽和脂肪酸は血漿 コレステ ロールの濃度
に影響 しないといわれ,注 目されていなかった。しかし,地中海沿岸地方ではオレイン酸(モ ノ
不飽和脂肪酸)の多 く含まれるオリーブ油が摂取されているが,高脂血症者が少ないことから,
オレイン酸は血漿 コレステロールを下げるのではないか という考え方が生まれ,事 実,オ レイン

















胞を用いて検討 した結果,パ ル ミトレイソ酸群,リ ノール酸群のラット肝細胞で,VLDLの分泌
が少ないことを確かめた。
(5)本研究におけるパル ミトレイン酸,リ ノール酸おタびα一リノレン酸の上昇抑制作用を解
析 し,その血漿 コレステロール上昇抑制作用のメカニズムの主要な機序 として,肝 臓からの
VLDL分泌の減少,VLDLやLDLの代謝速度の充進,さ らにはHDL一リン脂質組成 の改良に よ
るLCAT活性の増大などに起因する 「コレステロールの代謝回転の高進」であると結論 した。
以上のように,脂肪酸の栄養生理学の領域で,新知見を加 える成果をえてお り,著者は博士
(農学)の 学位を授与されるに十分な資格があると判定 した。
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